
「ヒト胚に類似した構造」の取扱いに係る調査・検討の結果について 

－今回（第 145 回）と前回（第 144 回・第 8 回作業部会の合同開催)の比較表－ 

項目 
　第 145回 

前回 

（第 144回・第 8回作業部会の合同開催) 

1．はじめに 「１．はじめに」として新たに記載 1．「 ヒ ト 胚に類似した構造」について 

ヒト受精胚とは を、P1の脚注へ （1）ヒト受精胚とは 

「（２）研究の状況」、および「（３）ヒト受精胚とヒト

胚に類似した構造の相違点」は項目２へ 

２．ヒト受精胚とヒト胚モデ

ルについて

「２．ヒト受精胚とヒト胚モデルについて」へ修正 2．ヒト胚モデル研究の展望 

（１）ヒト受精胚とヒト胚モデルの相違点 （１）ヒト胚モデルの想定される作成目的 

（２）研究の状況 （２）ヒト胚モデル研究の代替可能性 

（３）ヒト胚モデル研究の課題 この内容は項目３へ 

３．ヒト胚モデル研究の展望 （１）ヒト胚モデルの意義 を新たに追加 ３．ヒト胚モデル研究に適用される規制について 

この内容は項目４へ 

（２）ヒト胚研究に対する動物モデルによる代替不可能性

と、ヒト胚モデルによる代替可能性および優位性

（３）将来的なヒト胚モデル研究の進展 

（４）将来的なヒト胚モデル研究の進展を想定した留意点 

４．ヒト胚モデル研究に適用

される規制について 

４．国際的役割について 

この内容は項目５へ 

５．国際的役割について ５．むすび 

この項目は加筆して項目６へ 

６．むすび ６．むすび 

第 145 回生命倫理専門調査会 

資料３ 

今回 
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